
（様式１）

①事業者名

②測定ツール名

⑥申請する測定ツー

ルの目的・概要

⑦申請する測定ツー

ルの特長・活用例等

⑧実施期間、年間実

施回数

⑨実施方式

　(CBT/PBT)

⑪受検料

⑫標準返却期間

⑬ＵＲＬ（事業者の

ＨＰにおける測定ツ

ール紹介）

事務担当者名

住所

※「⑤測定内容の区分」については、「基本タイプ」（義務教育段階の学習内容の定着度合いを測定
　することを重視したタイプ）又は「標準タイプ」（高等学校段階の共通必履修科目の学習内容の定
　着度合いを測定することを重視したタイプ）のいずれか一つを選択すること。

https://www.britishcouncil.jp/exam/aptis

「高校生のための学びの基礎診断」への申請について

ブリティッシュ・カウンシル

Aptis for Teens (アプティス　フォー　ティーンズ/中高生向けAptis)

③主な対象者

連絡先 （FAX）

（電話番号） 03-3235-8031(代表）

2018年　11月　27　日

AptisはSocio-cognitive（社会認知）モデルの言語テストとしてデザインされました。
英語を一般的に使用する様々な場面を想定し、英語4技能での、コミュニケーション力を測定する事を目的としています。また１０
代向けのAptisでは中高生が学校生活で使用する単語を出題に入れています。Ａｐｔｉｓは団体向けに設計された評価ツールで、
個人向けの資格試験ではありません。教育機関等で、学生の英語力を技能別に評価し、授業計画の立案、指導、クラス分け、
または授業の質評価の際に利用されています。

⑩試験時間（分）

162-0825 東京都新宿区神楽坂1-2

（E-mail)

安田　智恵 所属部署 試験部

chie.yasuda@britishcouncil.or.jp　　一般問い合わせ　aptis@britishcouncil.or.jp

03-3235-8040

④対象教科

１０代英語学習者　（中等教育課程）で、ＣＥＦＲでＡ１からＢ２のレベルの生徒を対象とします
。

○
⑤測定内容の
区分

英語数学国語 基本タイプ 標準タイプ

○

試験日時は学校側で設定することが可能。
実施回数にも制限はありません。

実施日時を自由に選べる融通性の高さと、CEＦＲによる成績提供で世界的な基準で英語のコミュニケーション力を評価する点が
特徴といえます。技能ごとにＣＥＦＲで評価がでますので、強化が必要な技能を認識してＰＤＣＡサイクルを計画することが可能と
なります。4技能型のテストですが、採点結果も5日以内で提供できますので、授業計画の見直しの際にスケジュールが立てや
すいという利点もあります。　実際のコミュニケーションを想定した設問となっているので、Ａｐｔｉｓを受けることによる良いウオッシ
ュバックも期待されます。
マレーシア教育省の教員の英語力測定や、日本・京都大学での新規導入プログラムの効果測定に利用されました。現在中国の
中等教育・高等教育機関でも広く利用されています。

CBT

　試験終了から5日　（最短で3日ですが、受験者数によって5営業日必要な場合がございます）

英語数学

合計：172分（約2時間50分）
文法と語彙（コアパート）：25分
リーディング：30分/リスニング：55分
ライティング：50分　スピーキング：12分

国語

8,640円（消費税8%を含む）/ 回
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（様式２）         

 
認定要件への適合性の申告内容について 

 
事業者名： ブリティッシュ・カウンシル 

測定ツール名： Aptis for Teens (アプティス フォー ティーンズ/中高生向け Aptis) 

対象教科： 英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

 

 

Ⅰ．出題に関すること 

（１）出題の基本方針 

 

 実際に英語を使用する場面に即した出題で、「聞くこと」、「読むこと」、「書くこと」、「話すこと」に関する英

語運用能力の測定を目的としています。 コアパートとして実施される「語彙・文法」テストには、義務教育

段階の内容も含んでおり、基本的な英語力の定着度合も確認することが可能です。 

 

<主な対象者> 

• 10代の英語学習者 

<出題範囲と学習指導要領との対応> 

• 中学校「英語」の学習内容 

• 高等学校「英語」のうち必履修科目「コミュニケーション英語Ⅰ」の学習内容 

日本国内外の学校生活等で、英語でコミュニケーションを図る場面を想定した素材を利用し、学習指導

要領が求める言語活動に対応する出題となっています。 

<知識・技能を問う問題の出題方針> 

• 基本的な語彙力や文法力が定着しているかどうかを測ります。 

• 語彙力や文法力を正確に運用できるかを測ります。 

• リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴、話す速度、声の大きさなどに注意しながら

聞いたり話したりすることができるかどうかを測ります。 

<思考力・判断力を問う問題の出題方針> 

• テーマに沿った解答ができるかどうかを評価します。 

• 事実と意見などを区別して理解できるか、また伝達できるかを評価します。 

• 積極的にコミュニケーションを図れるかどうかを評価します。 

• 聞いたり読んだりしたことや経験したことに基づき、情報や考えなどについて簡潔に書いたり話した

りできるかを評価します。 

<出題形式> 

• Core/Grammar + Vocabulary （文法+語彙）、Listening（聞くこと）、Reading（読むこと）の出題は

選択式です。 

• Writing （書くこと）の出題は短答式と記述式です。 パート 1では短答式、パート 2では 20~30

語の記述式、パート 3は 30~40語の記述式、パート 4は 220～250語の記述式です。 

• Speaking（話すこと）はコンピューターを利用した録音形式です。 

<Aptis for Teensが測定しようとする資質・能力> 

• 基本的な英語の文法と語彙に関する知識 

• 「聞くこと」に関する力 

• 「読むこと」に関する力 

• 「書くこと」に関する力 

• 「話すこと（やりとり）」に関する力 

• 「話すこと（発表）」に関する力 

< Aptis for Teensで測定可能な必履修科目（コミュニケーション英語Ⅰ）での達成目標> 



• 英語を聞いて概要・要点をとらえることができる。 

• 聞き手に話の内容が伝わるように英語で情報を発信することができる。 

• 読んだ英文の概要や要点を理解することができる。 

• 自分の身の回りの事や与えられた課題について簡単な英文で表現できる。 

• 事実と意見などを区別して、理解したり伝えたりすることができる。 

<難易度の設定> 

  Ａ１レベルからＣレベルまでの測定が可能です。Ａ２とＢ１、Ｂ１とＢ２の切断点を決定するための出題が

各技能テストで最も効果的に設定されており、Ａ２からＢ２までのレベルを測定するのに最適な評価ツール

と言えます。 

 

 

（２）構成等 

• Core/Grammar + Vocabulary ＜文法+語彙＞ 25分/ コンピューターまたはタブレットでの実施 

（文法 25問・語彙 25問で 50点満点） 

• Listening＜聞く＞ 55分/コンピューターまたはタブレットでの実施 （25問/50点満点） 

• Reading＜読む＞ 30分/コンピューターまたはタブレットでの実施 （大問 4/全体 25問/50点満

点） 

• Writing ＜書く＞ 50分/コンピューターまたはタブレットでの実施 （大問 4/50点満点） 

• Speaking＜話す＞ 12分/マイク付ヘッドフォンとコンピューターまたはタブレットでの実施 （大問

4/50点満点） 

① 出題形式 

• ＜文法＋語彙、聞く・読む＞選択式 

• ＜書く＞短答式と記述式  

• ＜話す＞ 発話した内容をコンピューターまたはタブレットへ録音する方式  

質問に対して簡単な情報を解答する出題 

写真を描写・説明し意見や理由を述べる出題 

抽象的な質問に対して意見を述べる出題 

 

② 出題範囲 

  中学校（義務教育）と高等学校の英語習指導要領で目標とされている、積極的にコミュニケーションを図

ろうとする態度、聞くこと、話すこと、読むこと、書くことなどのコミュニケーション能力の測定が可能な出題

設定となっています。中学校での到達が求められている基礎的な英語力の定着を測定する出題が全体の

約 30％、高校の共通必履修科目（コミュニケーション英語Ⅰ）の学習内容が全体の約 70％という構成にな

っています。技能ごとの学習範囲の割合は下記の通りです。 

• Core/Grammar + Vocabulary ＜文法+語彙＞  

文法：中学校「英語」の学習内容 90% /「コミュニケーション英語Ⅰ」の学習内容 10% 

語彙：中学校「英語」の学習内容 30% /「コミュニケーション英語Ⅰ」の学習内容 70% （25問中

最後の 2問は B2/Cの切断を判定する設問になっているため、「コミュニケーション英語Ⅰ」で学習

範囲に入っていない可能性があります） 

• Listening＜聞く＞ 中学校「英語」の学習内容 20% /「コミュニケーション英語Ⅰ」の学習内容

80% 

• Reading＜読む＞ 中学校「英語」の学習内容 20% /「コミュニケーション英語Ⅰ」の学習内容

80% 

• Writing ＜書く＞ 中学校「英語」の学習内容 20% /「コミュニケーション英語Ⅰ」の学習内容

80% 



• Speaking＜話す＞ 中学校「英語」の学習内容 10% /「コミュニケーション英語Ⅰ」の学習内容

90% 

 

（３）難易度設定の考え方・方法 

 Aptisは CEFR開発以降に開発され、CEFRに準拠して難易度の設定と評価を行っています。開発段階

から、被験者の英語運用能力を技能ごとに CEFRのディスクリプターにマッピングすることにより難易度設

定の正確性を担保してきました。 

 ブリティッシュ・カウンシル上級英語指導者によって、実際の受験者のコミュニケーション力と Aptisの結

果を検証したフィードバックを妥当性の検討作業の前に参照した上、外部の研究者で構成された作業グル

ープにより、CEFRのレベル切断点の妥当性を受容と発信のスキル両面から検証をおこなっています。使

用語彙数も CEFRのフレームワークに沿って設定。語彙の一般的な使用頻度と BNC（British National 

Corpus）20をもとに、B2では 5,000（BNC20）、B1レベルで 3,000（BNC20）としています。Aptis for 

Teensではこの語彙の中から学校生活で使用頻度の高い単語を中心に出題しています。 

 Aptisの素点と CEFR との対象関係に関する検証は定期的に行われています。最新のレポートはブリテ

ィッシュ・カウンシルのホームページで公表されています。 

関連論文： Linking the Aptis Reporting Scales to the CEFR 

https://www.britishcouncil.org/exam/aptis/research/publications/reporting-scales (別添資料①) 

 

（４）基礎学力の定着や学習意欲の喚起を図るための工夫 

 Aptis for Teensでは、10代の受験者が学生生活で実際に英語でコミュニケーションを行う状況を想定し

て出題をしています。使える場面を想定することで、「何のために英語を学んでいるのか」という問いに対応

できる工夫がされています。 

  

（５）その他特長 

1. Aptis for Teensは英語の知識だけではなく、自分の言葉として英語を運用し発信できるかという

ことも評価します。特徴的なのはライティングとスピーキングのパートで、下記のような出題設定

がされています。 

 <思考力・表現力> 

スピーキングパートでは写真を比較し、独自の経験と知識を活用して受験者自身の意見を述べるよう求

められます。具体的な事象だけでなく、抽象的な概念を説明できる構成力が求められる出題もあります。 

<理解力・柔軟性 > 

ライティングの出題では、与えれた課題に対して、賛成か反対かを論じる短いエッセイを書く設問がありま

す。正しい表現を選択できる柔軟性と、英語で提起された課題を理解する力が問われます。 

 

 こういった出題形式を想定してクラスでの言語活動を行うことにより、生涯にわたって使える英語を習得

する学習的波及効果（Positive washback）が期待されます。  

 

2. 2020年度から開始する大学入試英語成績提供システムや、語学教育・評価で参照されている

CEFRで英語力を表示していますので、下記のような学校で有効に利用していただくことが想定

されます。 

• 海外への進学を積極的に勧めている。 

• 会話をクラス内での言語活動として積極的に取り入れている。 

• 外部試験受験につながる、4技能の英語力を総合的に向上させる取り組みを始めたい。 

• スーパーグローバルハイスクールである。 

• スーパーイングリッシュハイスクールであった。 

 

 
 

https://www.britishcouncil.org/exam/aptis/research/publications/reporting-scales


Ⅱ．結果提供に関すること 

（１）受検者個人への結果提供内容・方法 

 個人への成績は「Candidate Report」（英文）にて電子ファイル（PDF）にて学校に一括でメールにて送信

されます。メールでの受け取りが難しい場合は、印刷したものを受け取り確認が可能な送付システムにて

学校宛に発送されます。（別添資料②成績表サンプル） 

 診断結果提供項目は下記の通りです。 

• Core/Grammar + Vocabulary ＜文法+語彙＞ 素点（50点満点）と CEFRレベル 

• Listening＜聞く＞ 素点（50点満点）と CEFRレベル 

• Reading＜読む＞ 素点（50点満点）と CEFRレベル 

• Writing ＜書く＞ 素点（50点満点）と CEFRレベル 

• Speaking＜話す＞ 素点（50点満点）と CEFRレベル 

• Final Scale Score（Coreパートを除く 4技能） 総合点（200点満点）と CEFRレベル 

• 4技能のバランスが確認できるグラフ 

 成績表裏面には、CEFRのスキル別のディスクリプターが印字されており、生徒は今の英語力で何がで

きるかを認識し、またどのスキルが弱いのかの確認ができます。（別添資料② 個人向けテストリポート） 

 （「高校生のための学びの基礎診断」として Aptis for teensを利用いただく場合、CEFRのスキル別のデ

ィスクリプターは日本語で提供いたします） 

 

*注：下記につきましては情報提供ができません。 

• 問題 

• 正答、正答例 

• 解答 

• 学習のアドバイス 

 

（２）学校等への結果提供内容・方法 

 学校や教育委員会等へは下記の項目の提供が可能です。 

• クラス別、学校別、学年別 CEFR レベル分布図 

• 受験者成績一覧表（4技能毎の素点と CEFRレベル、総合点での CEFRレベル） 

• 技能別 CEFR分布図 

• 技能別平均点 

• 経年比較 （上記項目を記載した過去のレポートをご提供します） 

 CEFRのスキル別のディスクリプター（日本語訳付）により、クラスや個人の現在の英語力レベルと、目標

とするレベルで求めれられるスキルを確認することがでます。 （別添資料③ 学校向けレポートのサン

プル） 

  

  希望する学校には、有料で評価を基に PDCAサイクルに有効なレッスンプランを指導する教員向け研

修や、学校にしてのコンサルティングサービスを提供いたします。 

 

（３）試験等の結果（正答状況やスコア等）に対する評価の考え方と分析の手法 

• 診断結果は各技能を 50点満点の均等バランスにより評価し、全体の CEFR と技能別の CEFR

で表示します。 

• CEFRは A0, A1, A2, B1, B2, Cの 6段階で示され、同時に素点も表示されます。 

• 技能別に診断された英語力で何ができるレベルなのかを、CEFRの記述文リストで参照できます。 

• 作問と評価はどのテストバージョンにおいても CEFRに準拠して行っているので、結果表示や基準

が変化することはありません。 

  採点は下記の手法で行われています。 

  ＜文法+語彙、読む・聞く＞コンピューターによる採点 



＜話す・書く＞トレーニングを受けた採点者が評価基準に基づいて評価 

 
 

 

Ⅲ．運営に関すること 

（１）問題の質を確保するための方法 

 

<作問と妥当性の検証>  

• ブリティッシュ・カウンシルの研修を受けたアイテムライター（作問）チームによって問題が作成さ

れています。その後本部の特別問題作成チーム（外部の研究者を含む）により精査され、同じく

本部の妥当性確認チームによって検証が行われています。このプロセスを通過した問題は試行

テストとして英語を母語としない人に受験され、その結果をさまざまな角度からデータ解析したう

え、文化的な偏向性が無いかなどの点も検証され、最終的に Aptisの問題として採用されるよう

に調整されています。 

• 外部の研究者による妥当性の検討は定期的に実施されており、最新の研究は公表されます。 

詳細については、別添資料④「Aptis General Technical Manual」をご参照ください。

https://www.britishcouncil.org/aptis-general-technical-manual-version-10  

 

 

（２）学校における実施方法 

• 実施日 

1. 実施日と時間は学校のスケジュールに合わせて選択が可能で、学事暦や時間割に合わせて

テスト日の設定が可能です。 

2. 合意した 7日の期間内で、4技能+コアパートを別日に分けて受験をすることが可能です。 

 

• 事前準備 

1. 学校のコンピューター施設を利用していただくことが前提となっていますので、テスト日の前に

動作確認ができるようブリティッシュ・カウンシルの職員がサポートいたします。  

2. 学校から事前に申請のあった生徒の名前ごとに、コンピューターテスト受験用「Keycode」を発

行いたします。 

 

• テスト実施に係る学校の役割 

1. 「Keycode」のプリントアウトと配布 

2. コンピューターの動作確認と設定 

3. 安全なテスト環境の確保 

4. テストのダウンロード/アップロード作業と確認 

5. ヘッドフォン・マイクの設定 

6. 試験監督 （カンニング、試験問題の録音・録画の禁止） 

 

• 試験当日 

1. 試験中のお問い合わせ（トラブルシューティング）は 事前に合意した試験実施時間で、電話

での連絡に対応いたします。 

2. 万一システムに問題がありテストの実施ができなかった場合、または一部技能テストが完了

しなかった場合は、後日再試験の設定が可能です。 

詳細につきましては、別添資料⑤「高校生のための学びの基礎診断実施のためのご案内」と別添資料⑥

「Ａｐｔｉｓ受験者ガイド【簡易版】」をご参照ください。 

 

（３）採点の方法と体制  

https://www.britishcouncil.org/aptis-general-technical-manual-version-10


• Speaking とWritingの採点 ：世界約 100か国にいるトレーニングを受けた採点者によって評価

されています。採点官は英語の教授経験があり、CEFRを授業で参照しているため採点基準に対

して高い理解度があります。採点の内容は定期的にモニターされ正確性と妥当性を担保していま

す。また、Aptisの Speaking とWritingでは、出題ごとに採点を担当する採点者が決まっている

ため採点基準がぶれにくく、また受験者一人に対して複数名で評価することにより公平性を保って

います。 

• 解答は「Keycode」をもって受験者個人とタグ付けされて管理されているため、採点者は個人名や

国籍などの個人情報を認識することがありません。これによって公平性と透明性を担保していま

す。 

• Listening と Readingの採点は機械採点されています。解答と難易度の妥当性は定期的にモニ

ターされています。 

   

（４）情報管理体制 

• ブリティッシュ・カウンシルは「Cyber Essentials」という認証を受けています。認証を行っている

のは Crest（http://www.crest-approved.org/）という団体です。 英国政府は 2014年から行っ

ているサイバーセキュリティー政策をより確実に実行するため、政策にそった認証システムを

Crest とともに確立しました。「Cyber Essentials」の取得は英国政府の関係機関と取引先すべ

てに求められています。この資格は ISO/IEC 27000の認定項目をすべてカバーしています。 

• 英国本部または英国政府による監査が定期的に全世界で行われ、情報管理体制について直

接的な指導を受けています。 

• ブリティッシュ・カウンシルではすべての職員に 2年ごとに「Data Protection （「情報取り扱い」

と「Child Protection（18歳未満の未成年者を対象として業務を行う際の注意）」に関するオンラ

イントレーニング受講を課しています。2年ごとに受講することにより最新の法令や状況の理解

へつながっています。すべての職員はトレーニングを規定以上の成績で終了し、修了書を人事

部に提出することが求められています。 

• ブリティッシュ・カウンシルで試験業務に従事する職員は、「Confidentiality Undertaken (守秘

義務に関する同意書)」にサインをし、試験や評価に係る守秘義務を果たしています。 

 
 

Ⅳ．情報開示に関すること 

 

（１）障害のある受検者等への配慮 

 英国の障碍者差別禁止法に基づき、基本的にすべての受験者を受けいれるようテストの実施や免除を

行っています。受験に際しては、事前に医師の診断書・障碍者手帳のご提示いただき、ご本人、担当教

員と相談の上で実施の体制を整えます。 

  現在下記のような特別措置を行っています。 

• 点字  

• 拡大文字 

• 読み上げ機能の使用 

• 視覚障碍者向けスピーキングテスト（写真情報の補完） 

• 受験が難しい技能の免除 

• 時間延長 

• 誤った綴りに対する減点の免除（難読症の受験者） 

• 代筆者 

  

   

（２）事前／事後学習教材の有無、内容 

http://www.crest-approved.org/）という団体です


 Aptis学習ガイドでは、設問ごとの有効なテスト準備解説をしています。また、無料で利用できるインター

ネット上の多くの教材リンクをご紹介していますので、生徒個人の学習と教員が教室内での指導を行う際

にご利用いただけます。 

 https://www.britishcouncil.jp/exam/aptis/take-test （Aptisデモテストとアドバイス動画） 

 別添資料⑦「Aptis for Teens（中高生向け Aptis）学習ガイド」 

 

（３）学習状況等のアンケートの有無、内容 

 現在は行っておりません。 

 

（４）個人受検の可否 

 個人での受験はお受付していません。学校を通して依頼があった場合は、1人であってもテストの実施を

行いますが、受験料の支払いは学校への請求とし、結果も学校宛での送付となります。 

 

（５）問題内容の情報提供 

 サンプル問題と解答、学習のヒントが記載された受験者ガイドを提供します。過去問や実際に受験したテ

ストの正誤は公開しておりません。 

 

（６）その他 

<経済的に困難な状況にある学生への配慮> 

• 学校または都道府県教育庁が定める要件により、配慮が必要であると認定された学生に対して

は、受験料の減額などの措置をとることが可能です。 

• 受験料の減額申請に関しては、事前にブリティッシュ・カウンシルへご相談ください。  

 

https://www.britishcouncil.jp/exam/aptis/take-test
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Aptis for Teensの実施に向けて 

Aptis for Teensの実施に向けて、学校で行っていただくこと、ブリティッシュ・カウンシルとの連絡、そして生徒の皆さんとの

準備についてのご紹介します。このタイムラインを参考に、Aptis実施の計画を立てましょう。 

 学校で行っていただくこと ブリティッシュ・カウンシルとの連絡 生徒たちの準備のために 

3か月前まで 

《プランを立てましょう！》 

□ 何のために行うのか？ 

□ 対象の生徒は？ 

□ 日程は？ 

 

教育機関でどのように有効活用できる

かについて学ぶ 

https://www.britishcouncil.jp/exam/
aptis/assessment-needs/schools  
 

Aptis for Teensについて学ぶ 

https://www.britishcouncil.jp/exam/
aptis/assessment-
needs/schools/teens  
 

どのテストパッケージを選んだらい

いか、お悩みですか？ 

テスト実施の目的や、テスト実施環

境についてご相談ください。有効な

Aptisの利用や実施に関してご提案

させていただきます。また、テスト実

施にかかるお見積もりなども、ご案

内いたします。 

Aptisお問い合わせフォーム（以下

リンク）よりお問い合わせください。

https://www.britishcouncil.jp/ex
am/aptis/message 
 

ブリティッシュ・カウンシルの

Aptisページでは、各テスト

の内容についての動画（英

語のみ）と、デモテストをご

用意しています。 

 

この段階では、デモテストは

クラス全体で内容を確認し

ながら皆ですすめていくの

もおすすめです。 

 

内容についての動画とデモ

テストを確認する。 

https://www.britishcounc
il.jp/exam/aptis/take-test 
 

テスト実施希望日の

3週間前まで 

《ご受験内容の確定・お申し込み》 

試験時間・価格については、以下のペ

ージからご確認ください。 

https://www.britishcouncil.jp/exam/
aptis/implement/process  
 

□ 英語表記で下記受験者情報をお

知らせください。 

1. First name (名) 

2. Family name(氏) 

3. Gender（性別） 

4. Date of Birth（生年月日） 

□ 実施希望日をお知らせください。 

□ 特別措置受験者はいますか？ 

受験希望日時・受験者リストをメー

ルにてお知らせください。 

aptis@britishcouncil.or.jp 
 

下記の書面をブリティッシュ・カウン

シルより学校宛にお送りいたしま

す。 

 

□ 契約書（業務委託） 

□ 個人情報保護と取扱いに関す

る同意書 

□ お見積書 

□ 動作確認（試行テスト）用のア

クセスコード（一通りテストを進

めて、問題がないかどうかご

確認ください。） 

ペアワークなどを取り入れ

て、発話の練習をしましょ

う。 

 

Ａｐｔｉｓのライティングテスト

にそった形式で英作文の課

題を出してみましょう。 

テスト実施希望日の

1週間前まで 

《テスト実施に必要な情報の取得》 

□ コンピューターのシステム要件は

満たしていますか？ 

（P3以降に記載のシステム要件

をご確認ください） 

□ ヘッドフォン等の必要な機器は準

備できましたか？ 

□ 動作確認（試行テスト）は無事終

了しましたか？ 

 

コンピューターテストに必要な受験

者個別のアクセス詳細をご案内いた

します。  

 

テストにリラックスしてのぞ

めるよう、もう一度デモテス

トを実施するのもおすすめ

です。 

https://www.britishcouncil.jp/exam/aptis/assessment-needs/schools
https://www.britishcouncil.jp/exam/aptis/assessment-needs/schools
https://www.britishcouncil.jp/exam/aptis/assessment-needs/schools/teens
https://www.britishcouncil.jp/exam/aptis/assessment-needs/schools/teens
https://www.britishcouncil.jp/exam/aptis/assessment-needs/schools/teens
https://www.britishcouncil.jp/exam/aptis/message
https://www.britishcouncil.jp/exam/aptis/message
https://www.britishcouncil.jp/exam/aptis/message
https://www.britishcouncil.jp/exam/aptis/take-test
https://www.britishcouncil.jp/exam/aptis/take-test
https://www.britishcouncil.jp/exam/aptis/implement/process
https://www.britishcouncil.jp/exam/aptis/implement/process
mailto:aptis@britishcouncil.or.jp
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 学校で行っていただくこと ブリティッシュ・カウンシルとの連絡 生徒たちの準備のために 

テスト当日 

《Aptis の実施》 

Aptis受験者ガイドの簡易版ではログイ

ン時のスクリーンなどもご確認いただけ

ます。事前に把握しておくと当日の運営

がスムーズです。 

 

試験会場での注意 

□ ヘッドフォンの音量と動作確認を

テスト前に行ってください。 

□ 携帯電話の持ち込みは禁止で

す。 

□ メモ用紙と筆記用具の使用は可

能です。 

□ 記入済のメモ用紙は先生が回収

して破棄してください。 

□ 試験問題の録画・録音はしないで

ください。 

 

当日の緊急連絡先をお知らせいた

します。（平日のみ対応可） 

受験者の皆さんがリラックス

してのぞめますように！ 

テスト実施日より 

約 1週間 

《試験結果の受領》 

試験結果をもとに学習プランを考えまし

ょう。 

 

CEFRについては、以下のページでもご

確認いただけます。 

HTTPS://WWW.BRITISHCOUNCIL.JP/
PROGRAMMES/ENGLISH-
EDUCATION/UPDATES/4SKILLS/ABO
UT/CEFR 

テスト結果をメールまたは郵送でご

案内いたします。 

 
 

テストの結果を生徒と確認

しながら、今後の英語学習

計画をたてましょう！ 

 
 
 

ブリティッシュ・カウンシルでは教育機関向けに下記のサービスを有料で提供しています。 

 

学校全体で取り組む英語教育の指導改善のためのご支援（コンサルティング） 

・到達目標と指導及び評価が一体化したカリキュラムの立案 

・４技能の総合的な育成に向けた教員研修 

・評価の枠組み及び評価基準についての教員研修 

・チームとしてのカリキュラム・マネジメント力向上に向けたメンタリング等 

 
 

事例などは下記「日本での英語教育の活動」サイトでご覧ください。 

https://www.britishcouncil.jp/programmes/english-education/japan  
  
 

お問い合わせは：TeacherSeminar@britishcouncil.or.jp  

 
 
 
 

https://www.britishcouncil.jp/programmes/english-education/updates/4skills/about/cefr
https://www.britishcouncil.jp/programmes/english-education/updates/4skills/about/cefr
https://www.britishcouncil.jp/programmes/english-education/updates/4skills/about/cefr
https://www.britishcouncil.jp/programmes/english-education/updates/4skills/about/cefr
https://www.britishcouncil.jp/programmes/english-education/japan
mailto:TeacherSeminar@britishcouncil.or.jp
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Aptis システム要件 
 

 
 

概要詳細 

Aptisを実施するためのアプリケーションは、WindowsのコンピューターやAndroidのタブレット、iPad用にも用意されています。それ

ぞれの製造者がサポートしている限り、どのOSであっても実施が可能です。以下のリンクでは、Microsoftでは古いOSのサポート終

了日を紹介していますので、ご確認ください。：https://support.microsoft.com/en-gb/help/13853/windows-lifecycle-fact-

sheet  

 

 

 

 

 

 

 

 

必要要件の詳細 

コンピューターと
周辺機器 
 

最小要件 

OS ハードウェア サポート対象外 

Windows 
Windows 7
以降 

1GB以上のメモリ、1Ghz以上のCPU、ハードド
ライブに1GB以上の空き容量が必要です。  
その他の必須コンポーネント（*.exeファイルに
は含まれますが、*.msiインストーラには含まれ
ません。）： Microsoft Visual C++ 
Redistributable Packages 2015 
https://www.microsoft.com/en-
us/download/details.aspx?id=52685 
.NET Framework 4.5.2 
https://www.microsoft.com/en-
au/download/details.aspx?id=42642 

Windows RT  
Windows タブレット 
Windows タッチスクリーン 
デュアルモニタ 

iOS 
iOS 10.3 
以降 
 

iPad Pro以降 
iPad Air以降 
iPad （第5世代）以降 
iPad mini 2以降 
 

iPad mini はサポートされていますが、スクリ
ーンのサイズが小さいため、推奨していませ
ん。 

Android 
Android 5.0
以降 
 

*2015年以降に製造され、1GB以上のメモリ、
1Ghz以上のCPU、ハードドライブの空き容量が 
1GB以上ある端末が必要です。 
 
また、Android System WebView、Chromium 
56以上も必要です。 
https://play.google.com/store/apps/details
?id=com.google.android.webview  

Kindle Fire (Fire OS) 

*アンドロイドは、多くのメーカーによって製
造され、ハードウェア器構成も多様で、OS
もカスタマイズされているため、iOSのよう
に規格化されていません。そのため最低限
のハードウェアとシステム要件を満たして
いるアンドロイド端末機器でも、万全にサポ
ートされていないことがあります。 

これらのシステム仕様書は、Aptisの実施に必要なハードウェアとソフトウェアを紹介しています。（Janison Insights監修） 

 

 

オペレーティングシステム（OS） 

現在サポートされている OSは以下の通りです： 

• Windosw 7以上 

• Android 5.0以上 

• iOS 10.3 以上 

使用するデバイス上でこれらの OSが正常に作動しているのであれば、そのデバイスはメモリやスクリーンの大きさ、ディス

ク容量、処理能力等の他の要件を満たしていると考えられます。 

 

https://support.microsoft.com/en-gb/help/13853/windows-lifecycle-fact-sheet
https://support.microsoft.com/en-gb/help/13853/windows-lifecycle-fact-sheet
https://www.microsoft.com/en-us/download/details.aspx?id=52685
https://www.microsoft.com/en-us/download/details.aspx?id=52685
https://www.microsoft.com/en-au/download/details.aspx?id=42642
https://www.microsoft.com/en-au/download/details.aspx?id=42642
https://play.google.com/store/apps/details?id=com.google.android.webview
https://play.google.com/store/apps/details?id=com.google.android.webview
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周辺機器  最小要件 

スクリーン 

 

スクリーン画面の対角の寸法が24.6 cm (9.5 インチ) 以上、画面解像度は 1024 x 768以上、32,000

色以上表示可能であることを必ず確認してください。 

ヘッドフォン・各種イヤホン スピーキングテストとリスニングテストでは、ヘッドフォンまたはイヤホンが必要です。 

マイク スピーキングテストではマイクが必要です。 

キーボード 
 

ノートパソコンやデスクトップ等のパソコンを使ってテストを実施する場合は、有線または無線のキーボ

ードが必要です。 

Android、またはiOSのタブレットを使用する場合は、キーボートを使用せずに実施をすることが可能で

す。 

注意: AndroidまたはiOSのタブレットを使用してテストを実施する際に、受験者にとって捜査上の問題が

なければ、外付けのキーボードは不要です(長い文章を書くことを求められるライティングテストを実施す

る場合は、使用するのがタブレットであっても、外付けのキーボードを使用することをおすすめします)  

ポインティング・デバイス 
 

マウスやトラックパッド、タッチパッド、 タッチスクリーン（iOS／Android）、またはその他の使い慣れたポ

インティング・デバイス。 

ブラウザについて 

 

 

 
Mozilla Firefox, Safari, Microsoft Edgeのサポートは限定的です。 これらのブラウザは、スピーキングテストを作成するのに使われて

いるHTML5標準に準拠適合していますが、HTML5は比較的新しい技術であり、動作は保証されていません。現在、完全にサポートされているブラウザは

Google Chromeのみです。
 

 

Internet Explorer はどのバージョンであってもAptisを実施することはできませんので、お気を付けください。 これは、Aptisのプラ

ットフォームの変更に伴い、早い段階で決定されました。今まではAdobe Flash を使用していれば問題ありませんでした。しかし、新

しいプラットフォームへの移行期間中に AdobeがFlashのサポート終了を発表し、これにより起こりうる受験者データや試験の内容に

関わるセキュリティ上のリスクを回避する必要がありました。 

通信速度の計算 

ダウンロード (mbps) アップロード (mbps) 

1 0.5 

2 1 

3 1.5 

4 2 

5 2.5 

7.5 3.75 

10 5 

15 7.5 

20 10 

 kbps 

デバイス毎のダウンロード 100 

デバイス毎のアップロード 50 

 

 

全ての Aptisテストで Google Chromeを推奨していますが、スピーキングテストを行う場合は必ず
Google Chromeを使用するようにしてください。 

 



（様式４） 

 

測定しようとする資質・能力の具体的内容について 

事業者名： ブリティッシュ・カウンシル 

測定ツール名： Aptis for Teens (アプティス フォー ティーンズ/中高生向け Aptis) 

対象教科： 英語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

英語を読むことに慣れ親しみ、初

歩的な英語を読んで書き手の意向

などを理解できるための、基礎的

な文法力があるかどうかを測定し

ます。 

• 文脈を理解し、文法的に

正しい語彙を選択するこ

とができる。 

 

コアパート 

＜文法＋語彙＞ 

 

 

1 文法 

【設問数】 25問 

【出題形式】選択式 

 サンプル問題 １ 

 

 

読
む
こ
と
・書
く
こ
と 

中学学習指導要領との関連：内容（２）  

読むこと 

1) ア：文字や符号を識別し、正しく読むこと。 

2) イ：書かれた内容を考えながら黙読したり、その内容が表現されるように

音読すること。 

3) ウ：物語のあらすじや説明文の大切な部分などを正確に読み取ること。 

4) エ：伝言や手紙などの文章から書き手の意向を理解し、適切に応じるこ

と。 

書くこと 

1) ア：字や符号を識別し，語と語の区切りなどに注意して正しく書くこと。 

2) イ：語と語のつながりなどに注意して正しく文を書くこと。 

 

コミュニケーション英語Ⅰ：内容(２) 

1) イ：内容の要点を示す語句や文、つながりを示す語句などに注意しながら

読んだり書いたりすること。 

 

 

 



 

 

 

 

2 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

英語を読むことに慣れ親しみ，初

歩的な英語を読んで書き手の意向

などを理解できるための語彙力が

あるかどうかを測定します。 

• 文脈を理解し、意味的に

正しい語彙を選択するこ

とができる。 

• 単語の意味を理解して、

文脈にあった正しい同義

語を選択することができ

る。 

 

コアパート 

＜文法＋語彙＞ 

 

2 語彙 

 

【設問数】 25問 

【出題形式】選択式 

 サンプル問題 ２ 

 

 

 

読
む
こ
と
・書
く
こ
と 

中学学習指導要領との関連：内容（２）  

読むこと 

1) ア：文字や符号を識別し、正しく読むこと。 

2) イ：書かれた内容を考えながら黙読したり、その内容が表現されるように

音読すること。 

3) ウ：物語のあらすじや説明文の大切な部分などを正確に読み取ること。 

4) エ：伝言や手紙などの文章から書き手の意向を理解し、適切に応じるこ

と。 

書くこと 

1) ア：字や符号を識別し、語と語の区切りなどに注意して正しく書くこと。 

2) イ：語と語のつながりなどに注意して正しく文を書くこと。 

コミュニケーション英語Ⅰ：内容(２)  

1) イ：内容の要点を示す語句や文、つながりを示す語句などに注意しながら

読んだり書いたりすること。 

                         



 

 

 

 

3 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

英語の読解力を測ります。 

 

パート 1：文の理解、 

• 短文を読んで文脈を理解

し、適切な語彙を選んで

文章を完成させることが

できる。 

 

 

リーディングパート 

【設問数】 4パート 25問 

【出題形式】選択式 

 サンプル問題 3 

 

 

 

読
む
こ
と 

中学学習指導要領との関連：内容（２）  

読むこと 

1) イ：書かれた内容を考えながら黙読したり、その内容が表現されるように

音読すること。 

 

コミュニケーション英語Ⅰ：内容(２)  

1) イ： 説明や物語などを読んで、情報や考えなどを理解したり、概要や要

点をとらえたりする。また、聞き手に伝わるように音読する。 

2) イ：内容の要点を示す語句や文、つながりを示す語句などに注意しながら

読んだり書いたりすること。 

 

 



 

 

 

 

4 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

英語の読解力を測ります。 

 

パート 2：整序問題 

• 短文を読んで要点を理解

し、文章の整合性を考え

ながら並び替えをすること

ができる。 

 

リーディングパート 

【設問数】 ４パート 25問 

【出題形式】選択式 

 サンプル問題 3 

 

読
む
こ
と 

中学学習指導要領との関連：内容（２）  

読むこと 

1) イ：書かれた内容を考えながら黙読したり、その内容が表現されるように

音読すること。 

2) ウ：物語のあらすじや説明文の大切な部分などを正確に読み取ること。 

 

コミュニケーション英語Ⅰ：内容(２)  

1) イ：内容の要点を示す語句や文、つながりを示す語句などに注意しながら

読んだり書いたりすること。 

 

 

 

 



 

 

 

 

5 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

英語の読解力を測ります。 

 

パート 3：短文読解 

 

• まとまりのある文章を読

んで文脈を理解し、適切

な語彙を選んで文章を完

成させることができる。 

  

リーディングパート 

【設問数】 4パート 25問 

【出題形式】選択式 

 サンプル問題 3 

 

読
む
こ
と 

 

中学学習指導要領との関連：内容（２）  

読むこと 

1) イ：書かれた内容を考えながら黙読したり、その内容が表現されるよう

に音読すること。 

2) ウ：物語のあらすじや説明文の大切な部分などを正確に読み取ること。 

3) エ：伝言や手紙などの文章から書き手の意向を理解し、適切に応じるこ

と。 

コミュニケーション英語Ⅰ：内容(２)  

1) イ： 説明や物語などを読んで、情報や考えなどを理解したり、概要や要

点をとらえたりする。また、聞き手に伝わるように音読する。 

2) イ：内容の要点を示す語句や文、つながりを示す語句などに注意しなが

ら読んだり書いたりすること。 
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測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

英語の読解力を測ります。 

 

パート 4：長文読解 

• 750語程度の文章を読ん

で概要や要点を理解し、

各段落にもっとも適切なタ

イトルを選択することがで

きる。  

リーディングパート 

【設問数】 4パート 25問 

【出題形式】選択式 

 サンプル問題 3 

 

読
む
こ
と 

 

中学学習指導要領との関連：内容（２）  

読むこと 

1) イ：書かれた内容を考えながら黙読したり、その内容が表現されるよう

に音読すること。 

2) ウ：物語のあらすじや説明文の大切な部分などを正確に読み取ること。 

3) エ：伝言や手紙などの文章から書き手の意向を理解し、適切に応じるこ

と。 

4) オ：話の内容や書き手の意見などに対して感想を述べたり賛否やその

理由を示したりなどすることができるよう、書かれた内容や考え方など

をとらえること。 

 

コミュニケーション英語Ⅰ：内容(２)  

1) イ： 説明や物語などを読んで、情報や考えなどを理解したり、概要や要

点をとらえたりする。また、聞き手に伝わるように音読する。 

2) イ：内容の要点を示す語句や文、つながりを示す語句などに注意しなが

ら読んだり書いたりすること。 
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測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

語句や数字の聞き取りと、会話を

聞いて具体的で詳細な事項を聞い

て状況を理解したり、相手の意図

を推測できるかいったスキルを測

定します。 

パート１：語句や数字の聞き取り 

• 自然な口調で話された短

い英語を聞いて、語彙や

数字を正確に聞き取るこ

とができる。 

 

 

リスニングパート 

【設問数】3パート 25問 

【出題形式】選択式 

 サンプル問題 4 

 

 

 

聞
く
こ
と 

 

中学学習指導要領との関連：内容（２）  

聞くこと 

1) ア：区切りなど基本的な英語の音声の特徴をとらえて、正しく聞き取るこ

と。 

2) イ：自然な口調で話されたり読まれたりする英語を聞いて、情報を正確

に聞き取ること。 

 

コミュニケーション英語Ⅰ：内容(２)  

1) ア：事物に関する紹介や対話などを聞いて、情報や考えなどを理解した

り、概要や要点をとらえたりする。 

2) ア：リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話す速度、声

の大きさなどに注意しながら聞いたり話したりすること。 
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測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

語句や数字の聞き取りと、会話を

聞いて具体的で詳細な事項を聞い

て状況を理解したり、相手の意図

を推測できるかいったスキルを測

定します。 

パート２：具体的で詳細な事柄の

聞き取り 

• まとまりのある英語を聞い

て、詳細な情報を適切に

聞き取ることができる。  

 

 

リスニングパート 

【設問数】3パート 25問 

【出題形式】選択式 

 サンプル問題 4 

 

 

 

聞
く
こ
と 

 

中学学習指導要領との関連：内容（２）  

聞くこと 

3) ア：区切りなど基本的な英語の音声の特徴をとらえて、正しく聞き取るこ

と。 

4) イ：自然な口調で話されたり読まれたりする英語を聞いて、情報を正確

に聞き取ること。 

5) オ：まとまりのある英語を聞いて、概要や要点を適切に聞き取ること。 

 

コミュニケーション英語Ⅰ：内容(２)  

3) ア：事物に関する紹介や対話などを聞いて、情報や考えなどを理解した

り、概要や要点をとらえたりする。 

4) ア：リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話す速度、声

の大きさなどに注意しながら聞いたり話したりすること。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

9 

測定しようとする資質・能
力の具体的内容 

設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事
項 

科目名及び内容 

語句や数字の聞き取りと、会話を

聞いて具体的で詳細な事項を聞い

て状況を理解したり、相手の意図

を推測できるかいったスキルを測

定します。 

パート３：推測 

  

• 対話またはモノローグを

聞いて、口調などを手掛

かりに、話し手の気持ち

や意図を推測することが

できる。 

 

 

リスニングパート 

【設問数】3パート 25問 

【出題形式】選択式 

 サンプル問題 4 

 

 

 

 

聞
く
こ
と 

 

中学学習指導要領との関連：内容（２）  

聞くこと 

1) ア：区切りなど基本的な英語の音声の特徴をとらえて、正しく聞き取るこ

と。 

2) イ：自然な口調で話されたり読まれたりする英語を聞いて、情報を正確

に聞き取ること。 

3) ウ：質問や依頼などを聞いて適切に応じること。 

4) オ：まとまりのある英語を聞いて、概要や要点を適切に聞き取ること。 

 

コミュニケーション英語Ⅰ：内容(２)  

1) ア：事物に関する紹介や対話などを聞いて、情報や考えなどを理解した

り、概要や要点をとらえたりする。 

2) ア：リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話す速度、声

の大きさなどに注意しながら聞いたり話したりすること。 
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測定しようとする資質・能
力の具体的内容 

設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事
項 

科目名及び内容 

英語での基本的な発話能力だけ

でなく、テーマとの関連性、正確

性、流暢さ、整合性を評価します。

4つあるパートごとに異なる話す力

を評価します。  

パート：1個人的な情報を伝える 

• 自身についての基本的な

情報を正確に発信でき

る。 

 

スピーキングパート 

【設問数】4パート 4問 

【出題形式】コンピュータ

ーへの音声録音形式 

 

 サンプル問題 5 

 

 

 

 

 

 

 

話
す
こ
と 

 

中学学習指導要領との関連：内容（２）  

話すこと 

1) ア：強勢、イントネーション、区切りなど基本的な英語の音声の特徴をと

らえ、正しく発音すること。 

2) イ：自分の考えや気持ち、事実などを聞き手に正しく伝えること。 

3) ウ：聞いたり読んだりしたことなどについて、問答したり意見を述べ合っ

たりなどすること。 
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測定しようとする資質・能
力の具体的内容 

設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事
項 

科目名及び内容 

英語での基本的な発話能力だけ

でなく、テーマとの関連性、正確

性、流暢さ、整合性を評価します。

4つあるパートごとに異なる話す力

を評価します。  

パート 2：描写する・意見を述べる・

理由や説明を述べる、 

• 写真を見て、自身の考え

と客観的な事実を区別し

て聞き手につたえることが

できる。 

 

スピーキングパート 

【設問数】 4パート 4問 

【出題形式】コンピュータ

ーへの音声録音形式 

 

 サンプル問題 6 

 

 

 

 

 

 

 

話
す
こ
と 

 

中学学習指導要領との関連：内容（２）  

話すこと 

1) ア：強勢、イントネーション、区切りなど基本的な英語の音声の特徴をと

らえ、正しく発音すること。 

2) イ：自分の考えや気持ち、事実などを聞き手に正しく伝えること。 

3) ウ：聞いたり読んだりしたことなどについて、問答したり意見を述べ合っ

たりなどすること。 

4) エ：つなぎ言葉を用いるなどのいろいろな工夫をして話を続けること。 

 

コミュニケーション英語Ⅰ：内容(２)  

1) ウ：聞いたり読んだりしたこと、学んだことや経験したことに基づき、情報

や考えなどについて話し合ったり意見の交換をしたりする。 

2) ア：リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴、話す速

度、声の大きさなどに注意しながら聞いたり話したりすること。 

3) ウ：事実と意見などを区別して、理解したり伝えたりすること。 
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測定しようとする資質・能
力の具体的内容 

設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事
項 

科目名及び内容 

英語での基本的な発話能力だけ

でなく、テーマとの関連性、正確

性、流暢さ、整合性を評価します。

4つあるパートごとに異なる話す力

を評価します。 

パート 3：描写する・比較する・理

由や説明を述べる 

• ２つの写真を比較をもち

いて描写し、関連性を推

測して話すことがきる。 

 

スピーキングパート 

【設問数】 4パート 4問 

【出題形式】コンピュータ

ーへの音声録音形式 

 

 サンプル問題 7 

 

 

 

 

 

 

 

話
す
こ
と 

 

中学学習指導要領との関連：内容（２）  

話すこと 

1) ア：強勢、イントネーション、区切りなど基本的な英語の音声の特徴をと

らえ、正しく発音すること。 

2) イ：自分の考えや気持ち、事実などを聞き手に正しく伝えること。 

3) ウ：聞いたり読んだりしたことなどについて、問答したり意見を述べ合っ

たりなどすること。 

4) エ：つなぎ言葉を用いるなどのいろいろな工夫をして話を続けること。 

5) オ：与えられたテーマについて簡単なスピーチをすること。 

 

コミュニケーション英語Ⅰ：内容(２)  

1) ウ：聞いたり読んだりしたこと、学んだことや経験したことに基づき、情報

や考えなどについて話し合ったり意見の交換をしたりする。 

2) ア：リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴、話す速

度、声の大きさなどに注意しながら聞いたり話したりすること。 

3) ウ：事実と意見などを区別して、理解したり伝えたりすること。 

 



 

 

 

 

13 

測定しようとする資質・能
力の具体的内容 

設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事
項 

科目名及び内容 

英語での基本的な発話能力だけ

でなく、テーマとの関連性、正確

性、流暢さ、整合性を評価します。

4つあるパートごとに異なる話す力

を評価します。 

パート 4：抽象的なトピックに関し

自身の経験と意見を述べる 

• 与えられた情報と写真を

もとに、抽象的な課題に

関して話すことができる。 

スピーキングパート 

【設問数】4パート 4問 

【出題形式】コンピュータ

ーへの音声録音形式 

 

 サンプル問題 8 

 

 

 

 

 

 

 

話
す
こ
と 

 

中学学習指導要領との関連：内容（２）  

話すこと 

1) ア：強勢、イントネーション、区切りなど基本的な英語の音声の特徴をと

らえ、正しく発音すること。 

2) イ：自分の考えや気持ち、事実などを聞き手に正しく伝えること。 

3) ウ：聞いたり読んだりしたことなどについて、問答したり意見を述べ合っ

たりなどすること。 

4) エ：つなぎ言葉を用いるなどのいろいろな工夫をして話を続けること。 

5) オ：与えられたテーマについて簡単なスピーチをすること。 

 

コミュニケーション英語Ⅰ：内容(２)  

1) ウ：聞いたり読んだりしたこと、学んだことや経験したことに基づき、情報

や考えなどについて話し合ったり意見の交換をしたりする。 

2) ア：リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴、話す速

度、声の大きさなどに注意しながら聞いたり話したりすること。 

3) ウ：事実と意見などを区別して、理解したり伝えたりすること。 
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測定しようとする資質・能
力の具体的内容 

設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事
項 

科目名及び内容 

出題を理解したうえで、何を書くか

構成や内容を考えて解答すること

が求められます。 

パート 1：単語レベルのライティン

グ、簡単な質問に対して、適切な

単語を書いて解答することができ

る。 

• 質問に対して、正しい文

法・句読点・綴りを用いて

短文で解答することがで

きる。 

 

ライティングパート 

【設問数】 4パート 4問 

【出題形式】 

記述式と短答式 

 サンプル問題 9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書
く
こ
と 

 

中学学習指導要領との関連：内容（２）  

書くこと 

1) ア：文字や符号を識別し、語と語の区切りなどに注意して正しく書くこ

と。 

2) イ：語と語のつながりなどに注意して正しく文を書くこと。 

 

コミュニケーション英語Ⅰ ：内容(２)  

1) イ：内容の要点を示す語句や文、つながりを示す語句などに注意しなが

ら読んだり書いたりすること。 
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測定しようとする資質・能
力の具体的内容 

設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事
項 

科目名及び内容 

出題を理解したうえで、何を書くか

構成や内容を考えて解答すること

が求められます。 

パート 2：短文ライティング 

 

• 質問に対して、正しい文

法・句読点・綴りを用いて

短文で解答することがで

きる。 

 

ライティングパート 

【設問数】 4パート 4問 

【出題形式】記述式と短答

式 

 サンプル問題 10 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

書
く
こ
と 

 

中学学習指導要領との関連：内容（２）  

書くこと 

1) ア：文字や符号を識別し、語と語の区切りなどに注意して正しく書くこ

と。 

2) イ：語と語のつながりなどに注意して正しく文を書くこと。 

3) ウ：聞いたり読んだりしたことについてメモをとったり、感想，賛否やその

理由を書いたりなどすること。 

 

コミュニケーション英語Ⅰ ：内容(２)  

1) ウ：聞いたり読んだりしたこと、学んだことや経験したことに基づき、情報

や考えなどについて話し合ったり意見の交換をしたりする。 

2) エ：聞いたり読んだりしたこと、学んだことや経験したことに基づき、情報

や考えなどについて簡潔に書く。 

3) イ：内容の要点を示す語句や文、つながりを示す語句などに注意しなが

ら読んだり書いたりすること。 

4) ウ：事実と意見などを区別して、理解したり伝えたりすること。 
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測定しようとする資質・能
力の具体的内容 

設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事
項 

科目名及び内容 

出題を理解したうえで、何を書くか

構成や内容を考えて解答すること

が求められます。 

パート 3： 3 つの質問に対する解

答のライティング 

• 3 つの質問に対して、文

法や綴りの正確性に注意

しながら、整合性のある

文章で解答することがで

きる。 

 

ライティングパート 

【設問数】4パート 4問 

【出題形式】記述式と短答

式 

 サンプル問題 11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書
く
こ
と 

 

中学学習指導要領との関連：内容（２）  

書くこと 

1) ア：文字や符号を識別し、語と語の区切りなどに注意して正しく書くこ

と。 

2) イ：語と語のつながりなどに注意して正しく文を書くこと。 

3) ウ：聞いたり読んだりしたことについてメモをとったり、感想，賛否やその

理由を書いたりなどすること。 

4) エ：身近な場面における出来事や体験したことなどについて、自分の考

えや気持ちなどを書くこと。 

5) オ：自分の考えや気持ちなどが読み手に正しく伝わるように、文と文の

つながりなどに注意して文章を書くこと。 

 

コミュニケーション英語Ⅰ ：内容(２)  

1) ウ：聞いたり読んだりしたこと、学んだことや経験したことに基づき、情報

や考えなどについて話し合ったり意見の交換をしたりする。 

2) エ：聞いたり読んだりしたこと、学んだことや経験したことに基づき、情報

や考えなどについて簡潔に書く。 

3) イ：内容の要点を示す語句や文、つながりを示す語句などに注意しなが

ら読んだり書いたりすること。 

4) ウ：事実と意見などを区別して、理解したり伝えたりすること。 
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測定しようとする資質・能
力の具体的内容 

設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事
項 

科目名及び内容 

出題を理解したうえで、何を書くか

構成や内容を考えて解答すること

が求められます。 

パート 4：エッセイライティング 

   

• 与えられたテーマについ

て、学んだことや経験した

ことに基づいて自分の考

えをまとめ、文章を書くこ

とができる。 

ライティングパート 

【設問数】 4パート 4問 

【出題形式】記述式と短答

式 

 サンプル問題 12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書
く
こ
と 

 

中学学習指導要領との関連：内容（２）  

書くこと 

1) ア：文字や符号を識別し、語と語の区切りなどに注意して正しく書くこ

と。 

2) イ：語と語のつながりなどに注意して正しく文を書くこと。 

3) ウ：聞いたり読んだりしたことについてメモをとったり、感想，賛否やその

理由を書いたりなどすること。 

4) エ：身近な場面における出来事や体験したことなどについて、自分の考

えや気持ちなどを書くこと。 

5) オ：自分の考えや気持ちなどが読み手に正しく伝わるように、文と文の

つながりなどに注意して文章を書くこと。 

 

コミュニケーション英語Ⅰ ：内容(２)  

1) ウ：聞いたり読んだりしたこと、学んだことや経験したことに基づき、情報

や考えなどについて話し合ったり意見の交換をしたりする。 

2) エ：聞いたり読んだりしたこと、学んだことや経験したことに基づき、情報

や考えなどについて簡潔に書く。 

3) イ：内容の要点を示す語句や文、つながりを示す語句などに注意しなが

ら読んだり書いたりすること。 

4) ウ：事実と意見などを区別して、理解したり伝えたりすること。 

 

 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名：ブリティッシュ・カウンシル 

測定ツール名：Aptis for Teens (アプティス フォー ティーンズ/中高生向け Aptis) 

対象教科：英語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

サンプル問題番号（大問番号）： 1 

出題科目 英語 コアパート (文法) 

出題の 

ポイント 

英語を読むことに慣れ親しみ、初歩的な英語を読んで書き手の意向などを理解できるための、基

礎的な文法力があるかどうかを測定します。 

主 と し て

問う能力 

            

小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

1-25 ○  

 
 

出題形式             

小問番号 選択式 短答式 記述式 

1-25 ○   

          
 

主 と し て

問う技能 

 

小問番号 聞く 読む 話す 書く 

1-25  ○  ○ 

 
 

サンプル

問題 

  I am ____________ for a new partner to finish my poster project with. 

1) look 

2) looked 

3) looking 

 

解答例 3) looking 

正答条件: 文法的に正しい語彙を選択できていること。 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

コミュニケーション英語Ⅰ ：内容(２) 

1) イ：内容の要点を示す語句や文、つながりを示す語句などに注意しながら読んだり書いた

りすること。 

中学学習指導要領との関連：内容（２）  

書くこと 

1) ア：字や符号を識別し，語と語の区切りなどに注意して正しく書くこと。 

2) イ：語と語のつながりなどに注意して正しく文を書くこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



事業者名：ブリティッシュ・カウンシル 

測定ツール名：Aptis for Teens (アプティス フォー ティーンズ/中高生向け Aptis) 

対象教科：英語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

サンプル問題番号（大問番号）： 2 

出題科目 英語 コアパート (語彙) 

出題の 

ポイント 

英語を読むことに慣れ親しみ、英文を読んで書き手の意向などを理解するための語彙力があるか

どうか、正しく語彙の意味を理解しているかを測定します。 

主 と し て

問う能力 

            

小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

1-25 ○  

 
 

出題形式             

小問番号 選択式 短答式 記述式 

1-25 ○   

          
 

主 と し て

問う技能 

 

小問番号 聞く 読む 話す 書く 

1-25  ○  ○ 

 
 

サンプル

問題 

文法上の意味の理解：文章の完成問題 

Complete each sentence using a word from the drop list. 

1) My teacher is very ___________ about history. 

2) I can dance, but I can’t ____________ very well. 

3) Our school is going to have a ____________ competition on Friday. 

4) I have been _____________ English for five years. 

5) I’m getting really   ________________about going to London. 

 

• sing 

• excited 

• old 

• fun 

• studying 

• last 

• bad 

• knowledgeable 

• speech 

• current 

 

語彙の意味の理解 

For each of the five definitions below, select the word from the list that matches the definition. 

6) To formally give up a position or an office 

7)To be fully aware of the surroundings and happenings 

8)The free time when not in school or working 



9)A regularly followed pattern of behavior 

10)To practice something in private before making a presentation 

o forecast 

o echo 

o lodge 

o leisure 

o rehearse 

o badge 

o outcome 

o alert 

o habit 

o resign  

解答例 1) knowledgeable   2) sing   3) speech   4) studying   5) excited 

正答条件: 文脈にあった適切な語彙が選択できていること。 

6) resign   7) alert   8) leisure   9) habit   10) rehearse 

正答条件: 単語の意味を定義する短文を理解し、その定義にあった単語を選択できていること。 

 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

中学学習指導要領との関連：内容（２）  

読むこと 

1) イ：書かれた内容を考えながら黙読したり、その内容が表現されるように音読すること。 

2) ウ：物語のあらすじや説明文の大切な部分などを正確に読み取ること。 

書くこと 

1) イ：語と語のつながりなどに注意して正しく文を書くこと。 

コミュニケーション英語Ⅰ ：内容（２） 

1) イ：内容の要点を示す語句や文、つながりを示す語句などに注意しながら読んだり書いた

りすること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



事業者名：ブリティッシュ・カウンシル 

測定ツール名：Aptis for Teens (アプティス フォー ティーンズ/中高生向け Aptis) 

対象教科：英語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

サンプル問題番号（大問番号）： 3 

出題科目 英語 リーディング 

出題の 

ポイント 

英語の読解力を測ります。知らない単語があっても文脈から意味を推察して要点を理解することが

できるかどうかを測定します。 

主 と し て

問う能力 

            

小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

1-4  ○ 

 
 

出題形式             

小問番号 選択式 短答式 記述式 

1-4 ○   

          
 

主 と し て

問う技能 

 

小問番号 聞く 読む 話す 書く 

1-4  ○   

 
 

サンプル

問題 

The sentences below are from a school newspaper. Put the sentences in the right order. 

LEAVE YOUR CAR AT HOME. 

A. Teachers and students like to drive cars. So, school parking lots are often full. 

B. With fewer cars on the road, it will also be easier to breath cleaner air during that 

exercise. 

C. Walking or riding a bike to school is a great way to help solve this problem. 

D. This also increases the number of cars on the road in the morning and after classes. 

E. Teachers and students could help reduce the traffic if they do not drive. 

F. Because of the many advantages, we should think about not driving our cars to 

school. 

G. It will also give them some exercise while travelling to and from school. 

解答例 A→D→ E→ C→ G→ B→ F の順序 

正答条件: 文章の整合性を捉えて、正しく文章を完成できていること。 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

中学学習指導要領との関連：内容（２）  

読むこと 

1) ウ：物語のあらすじや説明文の大切な部分などを正確に読み取ること。 

2) エ：伝言や手紙などの文章から書き手の意向を理解、適切に応じること。 

 

コミュニケーション英語Ⅰ ：内容（２）  

1) イ：説明や物語などを読んで、情報や考えなどを理解した、概要や要点をとらえたりする。

また、聞き手に伝わるように音読する。 

2) イ：内容の要点を示す語句や文、つながりを示す語句などに注意しながら読んだり書いた

りすること。 

 

 



事業者名：ブリティッシュ・カウンシル 

測定ツール名：Aptis for Teens (アプティス フォー ティーンズ/中高生向け Aptis) 

対象教科：英語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

サンプル問題番号（大問番号）： 4 

出題科目 英語 リスニング 

出題の 

ポイント 

語句や数字の聞き取りと、会話を聞いて具体的で詳細な事項や状況を理解したり、相手の意図を

推測できるかを測定します。 

主 と し て

問う能力 

            

小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

1-4  ○ 

 
 

出題形式             

小問番号 選択式 短答式 記述式 

1-4 ○   

          
 

主 と し て

問う技能 

 

小問番号 聞く 読む 話す 書く 

1-4 ○    

 
 

サンプル

問題 

Listen to the message from Simon. Where should Ben get off the train? 

A. Dandenong  

B. the university  

C. Huntingdale  

D. North Road 

<スクリプト> 

Hi Ben, this is Simon. 

It’s great that you can come to the party. My house is near the university. 

So just catch a train on the Dandenong line and get off at Huntingdale station. 

And then, take the 603 bus and I will meet you at the university entrance on North Road. 

Call me if you have any problem. 

解答例 C. Huntingdale 

正答条件: 自然な口調で話された内容から、情報を正確に聞き取り、質問に対して正しい単語を

選択していること。 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

中学学習指導要領との関連：内容（２）  

聞くこと 

1) ア：区切りなど基本的な英語の音声の特徴をとらえて正しく聞き取ること。 

2) イ：自然な口調で話されたり読まれたりする英語を聞いて、情報を正確に聞き取ること。 

3) オ：まとまりのある英語を聞いて、概要や要点を適切に聞き取ること。 

コミュニケーション英語Ⅰ ：内容（２） 

1) ア：事物に関する紹介や対話などを聞いて、情報や考えなどを理解したり、概要や要点を

とらえたりする。 

2) ア：リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴、話す速度、声の大きさなどに注

意しながら聞いたり話したりすること。 



事業者名：ブリティッシュ・カウンシル 

測定ツール名：Aptis for Teens (アプティス フォー ティーンズ/中高生向け Aptis) 

対象教科：英語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

サンプル問題番号（大問番号）： 5 

出題科目 英語 スピーキング 

出題の 

ポイント 

英語での基本的な発話能力だけでなく、正確性と整合性を評価します。 

主 と し て

問う能力 

 

小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

1 ○  

 
 

出題形式  

小問番号 選択式 短答式 記述式 

1  ○  

 
コンピューターへの録音方式で行います。 

主 と し て

問う技能 

 

小問番号 聞く 読む 話す 書く 

1   ○  

 
 

サンプル

問題 

In this part I am going to ask you to talk about yourself and your interests. You will have 30 

seconds to reply to each question. Begin speaking when you hear this sound. Make sure you 

answer as fully as possible. 

1) Tell me about your school day. 

2) Tell me about the weather today. 

3) Tell me about your favourite food. 

解答例 1) Tell me about your school day. 

• 実際のＡ１レベル解答例： “I’m going to …” (文章が完結しない) 

• 解答例：“It was ok.  I learned new poetries and it was very beautiful. I also had 

beacon sandwiches for lunch.” 

 

2) Tell me about the weather today. 

• 実際のＡ１レベル解答例：“Today weather … sunny today” 

• 解答例： “It is too hot.  Even just walking for 5 minutes, I am sweating so much.” 

 

3) Tell me about your favorite food. 

• 実際のＡ１レベル解答例：“I like … eh, I like … chicken an, and I like fish.” 

• 解答例： “I love eating sandwiches. It is delicious.” 

 

正答条件：質問に対して正確に応答できていること。聞き手を混乱させない適切な語彙と文法で情

報を発信できていること。 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

中学学習指導要領との関連：内容（２）  

話すこと 

1) ア：強勢、イントネーション、区切りなど基本的な英語の音声の特徴をとらえ、正しく発音す

ること。 

2) イ：自分の気持ち、事実などを聞き手に正しく伝えること。 

3) エ：つなぎ言葉を用いるなどのいろいろな工夫をして話を続けること。 



事業者名：ブリティッシュ・カウンシル 

測定ツール名：Aptis for Teens (アプティス フォー ティーンズ/中高生向け Aptis) 

対象教科：英語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

サンプル問題番号（大問番号）： 6 

出題科目 英語 スピーキング 

出題の 

ポイント 

英語での基本的な発話能力だけでなく、テーマとの関連性、正確性、流暢さ、整合性を評価しま

す。 

主 と し て

問う能力 

 

小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

2  ○ 

 

 

出題形式  

小問番号 選択式 短答式 記述式 

2  ○  

 

コンピューターへの録音方式で行います。 

主 と し て

問う技能 

 

小問番号 聞く 読む 話す 書く 

2   ○  

 

 

サンプル

問題 

In this part I'm going to ask you to describe what is happening in a picture. Then I will ask you 

two questions about it. You will have 45 seconds for each response. Begin speaking when 

you hear this sound. Make sure you answer as fully as possible. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1)Describe this picture. 

2)What do you usually eat for lunch on school days? 

3)What advice would you give to a friend about healthy eating? 

 

解答例 1) Describe this picture. 

• 実際のＡ2レベル解答例 ： “Two people’s talking in this picture. One … One student 

have uff food. They have a water and breakfast. One people wear grey, grey clothes. 

They are long hair. They are very beautiful. … Heh?” 

• 実際のＢ1レベル解答例 ： “There is two girls, um, done waiting in the lunch line. 

They are friends and they look really … friendly. They are smiling, so I think they are 

happy that they have their food. There … There’s a lot of people on line and they 

have a sandwich, I think? They look really happy. And, like …” 

• 解答例 ：“Two girls in cafeteria are standing and talking together.  They have lunch 

plates and seem laughing.” 

 

2)What do you usually eat for lunch on school days? 



• 実際のＡ2レベル解答例 ：“I usually eat lunch box. … Do you have a lot of fruit and 

vegetables and meat. I like meat. … The lunch box is very colourful, and it’s very … 

nn… healthy. I like them very much. I like, especially like apples.” 

• 実際のＢ1レベル解答例 ：“I usually eat at the school’s, school cafeteria, and I buy, 

um, udon and, or ramen usually. Uh. Especially, I always eat kitsune udon almost 

every day and its, sometimes it’s from tonkatsu ramen but, and sometimes, when I 

don’t have money my mom makes me lunch. Yeah, and bento.” 

• 解答例 ：“I usually eat rice balls. My mother makes rice balls every morning and 

packs them with baked eggs in a lunch box. I like my mother’s rice balls” 

 

3)What advice would you give to a friend about healthy eating? 

• 実際のＡ2 レベル解答例 ：“ I advise some friend. For example, they, they eat 

vegetables a lot, and a lot of calorie over things can’t eat them. I think tofu is very 

good for our health. It’s very, it’s very good for our health. I think natto is too.” 

• 実際のＢ1レベル解答例 ： “I would advise, I would take, tell them to stop eating junk 

food, like fast food, hamburgers and stuff, and start eating salad. And, but, also, um, 

take, take a lot of protein, milk, and … uh … Have, um, and eat three meal every day, 

um, to stay healthy. Um. Eat fruit, and not too much, don’t eat too much sugar for you 

in,,,,” 

• 解答例 ： “I advise my friends to eat more vegetables. I also tell them eating a 

variety of foods is important for their health. 

 

正答条件：質問に対して正確に応答できていること。聞き手を混乱させない適切な語彙と文法で状

況の描写や情報を発信できていること。自分の考えを、与えられたテーマに沿って聞き手に伝える

ことができること。 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

中学学習指導要領との関連：内容（２）  

話すこと 

1) ア：強勢、イントネーション、区切りなど基本的な英語の音声の特徴をとらえ、正しく発音す

ること。 

2) 自分の考えや気持ち、事実などを聞き手に正しく伝えること。 

3) ウ：聞いたり読んだりしたことなどについて、問答したり意見を述べ合ったりなどすること。 

4) エ：つなぎ言葉を用いるなどのいろいろな工夫をして話を続けること。 

 

コミュニケーション英語Ⅰ ：内容（２）  

1) ウ：聞いたり読んだりしたこと、学んだことや経験したことに基づき、情報や考えなどについ

て話し合ったり意見の交換をしたりする。 

2) ア：リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴、話す速度、声の大きさなどに注

意しながら聞いたり話したりすること。 

3) ウ：事実と意見などを区別して、理解したり伝えたりすること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



事業者名：ブリティッシュ・カウンシル 

測定ツール名：Aptis for Teens (アプティス フォー ティーンズ/中高生向け Aptis) 

対象教科：英語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

サンプル問題番号（大問番号）： ７ 

出題科目 英語 スピーキング 

出題の 

ポイント 

英語での基本的な発話能力だけでなく、テーマとの関連性、正確性、流暢さ、整合性を評価しま

す。 

主 と し て

問う能力 

 

小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

3  ○ 

 

 

出題形式  

小問番号 選択式 短答式 記述式 

3  ○  

 

コンピューターへの録音方式で行います。 

主 と し て

問う技能 

 

小問番号 聞く 読む 話す 書く 

3   ○  

 

 

サンプル

問題 

In this part I'm going to ask you to look at the pictures then ask you two questions. You will 

have 45 seconds for each response. Begin speaking when you hear this sound. Make sure 

you answer as fully as possible. 

 

 

1) Which of these two situations would you prefer to be in, and why? 

2) How important is it for families to have meals together? 

 

解答例 1) Which of these two situations would you prefer to be in, and why? 

• 実際のＢ2レベル解答例：“I would like to be in the situation of the top picture, where, 

umm, there are four people. Everyone is sitting, and, um, I think they’re eating 

breakfast. Um, the kid is playing a game and, um, I would like to, ah, the reason why I 

don’t like the bottom picture is because, well, first of all, I don’t like pepperoni pizza, 

and, um, … um, well, I don’t like pizza, pizza itself, and, um, I would like to be more 

relaxed, um, because I, um, my mother and father’s really relaxed, and, um, my 

father’s, ah, the father on the top picture’s reading a newspaper. My father does the 

same thing, and I’m really used to that kind of condition, so that’s why.” 

• 解答例： “I prefer to be in the left picture because the family seems happier and the 

pizza looks amazing. Compare with the picture on the left-hand, the family in the right 

photo seems isolated. They are reding or checking their mobile phones and do not 

care about others. It looks like they are having breakfast. So, they may be too busy to 



talk each other. 

 

2) How important is it for families to have meals together? 

• 実際のＢ2レベル解答例 ：“I’ve heard that, um, it helps your, it helps the kids develop 

their, um, their sociality’s. And, um … for example, if I get bullied, or if I do something 

that I really consider about, I can, I can tell the things to my mother or father. I don’t 

have a brother or sister, but if I have some, I could tell them, and they’ll probably give 

me a way to, um, a way to solve the problem and, um, ah, so like, eating with my, 

with the families makes the meal, like, taste better, and, um, I think that this is a really 

important thing.” 

• 解答例： “I think having meals together is the best opportunity for families to 

communicate with each other. It is very important to communicate and know about 

each other’s day to have good relationships. I also think it enables parents to monitor 

their children’s appetite and health conditions. When I eat a meal alone, it is not that 

tasty comparing to the times when I eat with my family. It’s another reason why I think 

it is important to have meals together.” 

 

正答条件：質問に対して正確に応答できていること。聞き手を混乱させない適切な語彙と文法で状

況の描写を、比較を用いてできていること。自分の考えを、与えられたテーマに沿って聞き手に伝

えることができること。 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

中学学習指導要領との関連：内容（２）  

話すこと 

1) ア：強勢、イントネーション、区切りなど基本的な英語の音声の特徴をとらえ、正しく発音す

ること。 

2) 自分の考えや気持ち、事実などを聞き手に正しく伝えること。 

3) ウ：聞いたり読んだりしたことなどについて、問答したり意見を述べ合ったりなどすること。 

4) エ：つなぎ言葉を用いるなどのいろいろな工夫をして話を続けること。 

5) オ：与えられたテーマについて簡単なスピーチをすること。 

 

コミュニケーション英語Ⅰ ：内容（２）  

1) ウ：聞いたり読んだりしたこと、学んだことや経験したことに基づき、情報や考えなどについ

て話し合ったり意見の交換をしたりする。 

2) ア：リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴、話す速度、声の大きさなどに注

意しながら聞いたり話したりすること。 

3) ウ：事実と意見などを区別して、理解したり伝えたりすること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



事業者名：ブリティッシュ・カウンシル 

測定ツール名：Aptis for Teens (アプティス フォー ティーンズ/中高生向け Aptis) 

対象教科：英語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

サンプル問題番号（大問番号）： 8 

出題科目 英語 スピーキング 

出題の 

ポイント 

英語での基本的な発話能力だけでなく、テーマとの関連性、正確性、流暢さ、整合性を評価しま

す。 

主 と し て

問う能力 

 

小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

4  ○ 

 

 

出題形式  

小問番号 選択式 短答式 記述式 

4  ○  

 

コンピューターへの録音方式で行います。 

主 と し て

問う技能 

 

小問番号 聞く 読む 話す 書く 

4   ○  

 

 

サンプル

問題 

Look at the poster. You have prepared this poster with your group. You are now going to 

present it to your class. You will have 90 seconds to think about your answers before you 

start speaking. You will have two minutes to give your presentation. Don't just repeat the 

words on the screen. You should use your own words to describe the information in the 

poster. Make your presentation as interesting and informative for your classmates as 

possible. 

 

 

 



解答例 Hello everybody. Today I am going to talk about modern inventions. We have a lot of 

inventions such as the electric light bulb, the airplane, the mobile phone, and the 

computer. All of them are extensively used in our daily lives. For example, the light 

bulb invented 1818 brought the light to dark nights. Also, airplanes invented 1903 are 

now used by so many people. There are actually more than 50,000 commercial 

flights every day. 70 years later we invented the mobile phone. It used to be big and 

not easy to carry. But look now, more than 6 billion mobile phones are used all over 

the world. Finally, the most important invention was created in 1991. That is the 

computer. No one can imagine life without computers now. Our everyday lives have 

became dependent on modern inventions. Thank you for your listening. 

 

正答条件：与えられた情報を元に、テーマに沿った内容を正確に聞き手に対して発信しているこ

と。聞き手を混乱させない適切な語彙と文法を用いて、事実と意見を区別して伝えていること。自

分の考えを、与えられたテーマに沿って聞き手に伝えることができること。抽象的な概念について

説明ができること。 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

中学学習指導要領との関連：内容（２）  

話すこと 

1) ア：強勢、イントネーション、区切りなど基本的な英語の音声の特徴をとらえ、正しく発音す

ること。 

2) 自分の考えや気持ち、事実などを聞き手に正しく伝えること。 

3) ウ：聞いたり読んだりしたことなどについて、問答したり意見を述べ合ったりなどすること。 

4) エ：つなぎ言葉を用いるなどのいろいろな工夫をして話を続けること。 

5) オ：与えられたテーマについて簡単なスピーチをすること。 

 

コミュニケーション英語Ⅰ ：内容（２） 

1) ウ：聞いたり読んだりしたこと、学んだことや経験したことに基づき、情報や考えなどについ

て話し合ったり意見の交換をしたりする。 

2) ア：リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴、話す速度、声の大きさなどに注

意しながら聞いたり話したりすること。 

3) ウ：事実と意見などを区別して、理解したり伝えたりすること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



事業者名：ブリティッシュ・カウンシル 

測定ツール名：Aptis for Teens (アプティス フォー ティーンズ/中高生向け Aptis) 

対象教科：英語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

サンプル問題番号（大問番号）： 9 

出題科目 英語 ライティング 

出題の 

ポイント 

質問内容を理解した上で、必要な情報を文法的に正しく、適切な語彙を選択して解答できるかどう

かを評価します。 

主 と し て

問う能力 

 

小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

1 ○  

 
 

出題形式  

小問番号 選択式 短答式 記述式 

1   ○ 

 
 

主 と し て

問う技能 

 

小問番号 聞く 読む 話す 書く 

1    ○ 

 
 

サンプル

問題 

You want to join a club for teenagers. You have 5 messages from a member of the club.  

Write short answers (1-5 words) to each message. You should take about 3 minutes to do 

this. 

 

How are you? I'm fine, thanks. 

1) What is the weather like today?  

2) What is your favourite sport?   

3) What do you like to do in your free time?   

4) What is your favourite time of year?  

5) What is your favourite subject at school?  

 

 

解答例 1) What is the weather like today? 

• 解答例： It’s sunny today. 

 
2) What is your favourite sport?  

• 解答例：I like swimming. 

 
3) What do you like to do in your free time?  

• 解答例：Shopping with my friends. 

 
4) What is your favourite time of year? 

• 解答例：I like Summer. 



 
5) What is your favourite subject at school? 

• 解答例： Mathematics and English 

 

正答条件: 制限文字数に従っていること。問われた内容に対して、正確に応答していること。語彙

の選択が適切であること。 

 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

中学学習指導要領との関連：内容（２）  

書くこと 

1) ア：文字や符号を識別し、語と語の区切りなどに注意して正しく書くこと。 

2) イ：語と語のつながりなどに注意して正しく文を書くこと。 

 

コミュニケーション英語Ⅰ ：内容（２） 

1) ウ：聞いたり読んだりしたこと、学んだことや経験したことに基づき、情報や考えなどについ

て話し合ったり意見の交換をしたりする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



事業者名：ブリティッシュ・カウンシル 

測定ツール名：Aptis for Teens (アプティス フォー ティーンズ/中高生向け Aptis) 

対象教科：英語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

サンプル問題番号（大問番号）： 10 

出題科目 英語 ライティング 

出題の 

ポイント 

質問内容を理解した上で、必要な情報を文法的に正しく、適切な語彙を選択して解答できるかどう

かを評価します。 

主 と し て

問う能力 

 

小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

2  ○ 

 

 

出題形式  

小問番号 選択式 短答式 記述式 

2   ○ 

 

 

主 と し て

問う技能 

 

小問番号 聞く 読む 話す 書く 

2    ○ 

 

 

サンプル

問題 

Tell other members of the club something about yourself.  

Fill in the form. Write in sentences. Use 20-30 words. 

Teens International 

What do you think about reading books? 

 

 

解答例  

Teens International 

What do you think about reading books? 



• 実際のＡ2 レベル解答例：it is very important. Because, 

reading books make us many kwonlages. Also if books 
you read share with your friends, it make you interesting. I 
like reading books very much. 

• 解答例： I think reading books is very good for child 

education. It emerges the imagination of children. It also 
helps them to organize the information and think logically. 

 

正答条件：制限文字数に従っていること。問われた内容に対して、正しい文法・句読点・綴りを用

い、事実と意見などを区別して自分の考えを読み手に伝えることができる。 

 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

中学学習指導要領との関連：内容（２）  

書くこと 

1) ア：文字や符号を識別し、語と語の区切りなどに注意して正しく書くこと。 

2) イ：語と語のつながりなどに注意して正しく文を書くこと。 

3) ウ：聞いたり読んだりしたことについてメモをとったり、感想、賛否やその理由を書いたりな

どすること。 

 

コミュニケーション英語Ⅰ ：内容（２） 

1) ウ：聞いたり読んだりしたこと、学んだことや経験したことに基づき、情報や考えなどについ

て話し合ったり意見の交換をしたりする。 

2) エ：聞いたり読んだりしたこと、学んだことや経験したことに基づき、情報や考えなどについ

て簡潔に書く。 

3) イ：内容の要点を示す語句や文、つながりを示す語句などに注意しながら読んだり書いた

りすること。 

4) ウ：事実と意見などを区別して、理解したり伝えたりすること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



事業者名：ブリティッシュ・カウンシル 

測定ツール名：Aptis for Teens (アプティス フォー ティーンズ/中高生向け Aptis) 

対象教科：英語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

サンプル問題番号（大問番号）： 11 

出題科目 英語 ライティング 

出題の 

ポイント 

質問内容を理解した上で、必要な情報を文法的に正しく、適切な語彙を選択して解答できるかどう

かを評価します。 

主 と し て

問う能力 

 

小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

3  ○ 

 

 

出題形式  

小問番号 選択式 短答式 記述式 

3   ○ 

 

 

主 と し て

問う技能 

 

小問番号 聞く 読む 話す 書く 

3    ○ 

 

 

サンプル

問題 

Someone has posted a photo on the message board. Add a comment and then reply to two 

comments from other members.  

Use 30-40 words for each comment. You have 10 minutes in total. 

 

 

 

 

 

 



 

Teens International Message Board 

Sam: I took this photo on holiday with friends. We had a great time walking in the 

mountains, and going on the river. Tell me about your last holiday. 

1) 

Lee: Looks like fun. I want to go on holiday with friends, but my parents say no. It's 

not fair. How can I change their minds? Please give me some advice! 

2) 

Michelle: My last holiday was a disaster! We got lost and the weather was terrible. 

Can you tell me about a time when something went wrong for you? 

3) 

 

 

解答例 
Teens International Message Board 

Sam: I took this photo on holiday with friends. We had a great time walking in the 

mountains, and going on the river. Tell me about your last holiday. 

1) 

• 実際のＢ2レベル解答例: Last holiday, I watched a movie with my friend. The 

movie was about a brass band club and it was so nice. Then, my friend and 
I went shopping. We had a wonderful time. 

• 解答例：I camped with my family on our last holiday. We drove to the 

national park near our home and stayed there overnight. It was so much fun 
to play in the stream and climb on the trees. 

Lee: Looks like fun. I want to go on holiday with friends, but my parents say no. It's 

not fair. How can I change their minds? Please give me some advice! 

2) 

• 実際のＢ2 レベル解答例 : I know what you feel because my mother 

sometimes says 'You can't play with your friends.' But my mother also says 
'If you study hard, then you can.' , so you should study harder than before.  

• 解答例：You should have a good attitude and be obedient to your parents for 

the rest of the week. And make it clear and tell them where you are going, 
who you are going with, and when you are coming back home. 

Michelle: My last holiday was a disaster! We got lost and the weather was terrible. 

Can you tell me about a time when something went wrong for you? 

3) 

• 実際のＢ2レベル解答例： Last year, our sports day was canceled because 



of rain. I was a cheer leader in my class and I was looking forward to 
cheering very much so I terribly disappointed.  

• 解答例： When I went shopping with my friend, the bus was late due to bad 

weather. When we arrived at the shopping Center, my friend noticed that 
she had forgotten her wallet on the bus. So then we spent the whole day 
trying to find her wallet. 

 

 

正答条件： 制限文字数に従っていること。問われた内容に対して、正しい文法・句読点・綴りを用

い、過去にあった事実と自分の考えを読み手に伝えることができる。 

 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

中学学習指導要領との関連：内容（２）  

書くこと 

1) ア：文字や符号を識別し、語と語の区切りなどに注意して正しく書くこと。 

2) イ：語と語のつながりなどに注意して正しく文を書くこと。 

3) ウ：聞いたり読んだりしたことについてメモをとったり、感想、賛否やその理由を書いたりな

どすること。 

4) エ：身近な場面における出来事や体験したことなどについて、自分の考えや気持ちなどを

書くこと。 

5) オ：自分の考えや気持ちなどが読み手に正しく伝わるように、文と文のつながりなどに注

意して文章を書くこと。 

 

コミュニケーション英語Ⅰ ：内容（２） 

1) ウ：聞いたり読んだりしたこと、学んだことや経験したことに基づき、情報や考えなどについ

て話し合ったり意見の交換をしたりする。 

2) エ：聞いたり読んだりしたこと、学んだことや経験したことに基づき、情報や考えなどについ

て簡潔に書く。 

3) イ：内容の要点を示す語句や文、つながりを示す語句などに注意しながら読んだり書いた

りすること。 

4) ウ：事実と意見などを区別して、理解したり伝えたりすること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



事業者名：ブリティッシュ・カウンシル 

測定ツール名：Aptis for Teens (アプティス フォー ティーンズ/中高生向け Aptis) 

対象教科：英語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

サンプル問題番号（大問番号）： 12 

出題科目 英語 ライティング 

出題の 

ポイント 

質問内容を理解した上で、文法的に正しく、適切な語彙を選択して自分の考えをまとめて文章にで

きるかどうかを評価します。 

主 と し て

問う能力 

 

小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

4  ○ 

 

 

出題形式  

小問番号 選択式 短答式 記述式 

4   ○ 

 

 

主 と し て

問う技能 

 

小問番号 聞く 読む 話す 書く 

4    ○ 

 

 

サンプル

問題 

Every month we run a competition on our website. Why not enter?  

You might win one of our fabulous prizes! The theme this month is Animals.  

Write your argument in response to this statement: 

 

'It is cruel to use animals for sport or entertainment.' 

 

Remember to include an introduction and a conclusion. Write your competition entry below in 

220-250 words. 

 

 

 



解答例 • 実際のＢ2レベル解答例： 
 It is cruel to use animals for sport or entertainment. I have two reasons for this. 
 

Firstly, animals are not our belongings. Recently, I see many TV programs which 
treat animals like thing. For example, some TV star dictated his dog to sit down for 
an hour, and after the dog completed its mission, he gave it only a piece of dog 
food. I felt that the dog was like a useful robot for him. I was strongly shocked and 
depressed when I saw this violent action. I also saw a woman who ran with her 
puppy near my house. She ran very fast as I could not reach by bike, and puppy 
looked so tired. I thought that she should take more careful attention to her puppy. 
Secondly, animals also have feelings as same as us. Animals cannot tell us their 
feelings in language, however, they show what they feel by their action. In fact, 
according to my experience that I wrote in first paragraph, the TV star's dog seemed 
sad. The puppy with the running woman balked at passers. I thought it wanted to 
notice them that "I am exhausted." Human can express their feelings by words so 
people can understand how they are but animals' only way to tell us the statements 
are their action. 
 
In conclusion, we should take better cares of animals. In this way, human and 
animals can keep our peace life.  
(238 words) 
 

 

正答条件：与えられたテーマについて、学んだことや経験したことに基づいて自分の考えを論理的

にまとめ、文章に書くことができること。抽象的な概念に関して説明ができること。 

 
 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

中学学習指導要領との関連：内容（２）  

書くこと 

1) ア：文字や符号を識別し、語と語の区切りなどに注意して正しく書くこと。 

2) イ：語と語のつながりなどに注意して正しく文を書くこと。 

3) ウ：聞いたり読んだりしたことについてメモをとったり、感想、賛否やその理由を書いたりな

どすること。 

4) エ：身近な場面における出来事や体験したことなどについて、自分の考えや気持ちなどを

書くこと。 

5) オ：自分の考えや気持ちなどが読み手に正しく伝わるように、文と文のつながりなどに注

意して文章を書くこと。 

 

コミュニケーション英語Ⅰ ：内容（２） 

1) ウ：聞いたり読んだりしたこと、学んだことや経験したことに基づき、情報や考えなどについ

て話し合ったり意見の交換をしたりする。 

2) エ：聞いたり読んだりしたこと、学んだことや経験したことに基づき、情報や考えなどについ

て簡潔に書く。 

3) イ：内容の要点を示す語句や文、つながりを示す語句などに注意しながら読んだり書いた

りすること。 

4) ウ：事実と意見などを区別して、理解したり伝えたりすること。 

 

 

 

 

 


